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精神的暴力のとらえかた
には個人差がある 
 
 身体におよぶ暴力については約

９割の人が暴力とみなしていますが､

性的な行為を強要したり､ポルノ雑

誌を無理やり見せるなどの性的暴

力や､言葉で責めるまたは監視･無

視をするなどの精神的暴力につい

ては､約３～４割の人が｢暴力の場

合とそうでない場合がある｣と感じ

ています。 

見たくないのにポルノビデ
オやポルノ雑誌を見せる 

友好関係や電話を細かく
監視する 

医師の治療が必要となら
ない程度の暴行をする 

大声でどなる

誰のおかげで生活できる
んだ､甲斐性なし､と言う

何を言っても無視し続ける

あなたは嫌がっているのに
性的な行為を強要する 

医師の治療が必要となる
程度の暴行をする 

命の危険を感じるくらいの
暴行をする 

＝夫･妻･恋人からの暴力に対する意識＝ 

どんな場合でも暴力に当たると思う   暴力の場合とそうでない場合がある 

暴力に当たるとは思わない 
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0           20           40           60          80         100  (％)

女性のヌード写真などを掲
載した雑誌 

家庭内での夫から妻への
暴力(酒に酔って殴る等)

令夫人､○○女史等の女
性にだけ用いられる言葉
女性の容ぼうを競うミス・
コンテスト 

女性の体等を内容に関係
なく使用した広告

買春 

職場におけるセクシュアル･
ハラスメント 

痴漢行為

女性に対するストーカー
(つきまとい行為) 

人権が尊重されていないと感じる   どちらともいえない   そうは感じない

＝女性の人権に関する意識＝ 

n=1,288

n=1,279

n=1,277

n=1,279

n=1,288

n=1,303

n=1,294

n=1,289

n=1,281

女性の人権が尊重されて
いないと感じるのは､身
体におよぶ行為の場合 
 
 ｢職場におけるセクシュアル･ハ

ラスメント｣や｢家庭内での夫から

妻への暴力｣､｢ストーカー｣､｢痴

漢行為｣､｢買春｣といった身体面に

およぶ行為に対して､女性の人権が

尊重されていないと感じる割合が

高くなっています。一方､言葉や視

覚的な表現をしているものに対し

ては､人権が尊重されていないと

感じる割合が低くなっています。 

9.8            41.1                           49.1 

10.2           38.9                           50.9 
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   31.8                       44.5                   23.7 
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                  80.6                               14.7   4.7

                 77.7                               17.2    5.0

                     84.6                               11.6 3.8

71.1                             23.4       5.5

何らかの暴力を受けた経験 
は､女性の場合２人に１人 
 
 対象者のうち､実際に夫や妻､恋

人から何らかの暴力を受けた経験は､

女性は約５割(４８.４％)､男性は約

３割(３１.７％)となっており､女性

の２人に１人は暴力を受けた経験

があります。特に､大声でどなられ

たり､いやがっているのに性的な行

為を強要されたり､医師の治療が

必要とならない程度の暴行をうけ

るなどの経験が､女性に多い傾向

となっています。 
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＝夫･妻･恋人から暴力を受けた経験（ＭＡ）＝ 
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｢男性優位の組織運営｣や｢積
極的な行動が少ないこと｣
が女性参画の少ない理由 
 
 政策の企画･方針決定の場に女性の参

画が少ない理由として､｢男性優位の組織

運営｣(５４.８％)をあげる人が半数を超

えています。また､｢女性の参画を積極的

に進めようと意識する人が少ない｣(４４.７
％)､｢女性側の積極性が十分でない｣(４４.１ 
％)などの積極的な行動が少ないことを

要因と考える割合も高くなっています。 

5

＝政策の企画･方針決定の場に 
  女性参画が少ない理由（ＭＡ）＝ 

男
性
優
位
の
組
織
運
営 

女
性
の
参
画
を
積
極
的
に
進
め
よ

う
と
意
識
す
る
人
が
少
な
い 

女
性
側
の
積
極
性
が
十
分
で
な
い 

家
族
の
支
援
・
協
力
が
得
ら
れ
な

い 家
庭
、
職
場
、
地
域
に
お
け
る
性

別
役
割
分
担
や
性
差
別
の
意
識 

女
性
の
能
力
開
発
の
機
会
が
不
十

分 女
性
の
活
動
を
支
援
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
不
足 

そ
の
他 

無
回
答 

ＴＯＴＡＬ n=1,417 60

50

40

30

20

10

0

（％）

54.8

5.9
2.2

23.3
26.527.227.9

44.144.7

子どもを産むかどうかの決
定権について､２０歳代の男
女で考え方が違う 
 

 性と生殖に関する女性の健康･権利(リ

プロダクティブ･ヘルス／ライツ)に関わる､

子どもを産むかどうかの決定権について､

特に２０歳代の男女に考え方の違いが見

られました。｢どちらかと言えば｣を合わ

せると女性は９割以上が｢女性が決めるほ

うがよい｣と考えていますが､２割の男性

は｢男性が決めるほうがよい｣と考えてい

ます。 

＝子どもを産むかどうかの決定権＝ 

ＴＯＴＡＬ

20歳代女性

20歳代男性

女性が決めるほうがよい

どちらかと言えば男性が

決めるほうがよい 

どちらかと言えば女性が 
決めるほうがよい 

男性が決めるほうがよい 無回答
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